


＜座席配置＞ 

  座席は以下の区分にしたがって前の方から、間隔を開けておかけください。 

  後ろ座席は機材等の都合で、舞台が見えにくくなっています。 

  二階席は使用できません。 

  また、大隈講堂は文化財のため、ロビーも含めて飲食ができません、建物の

外にてお願いいたします。 

  感染対策のため、マスクを着用ください。 
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AEONTOWA リサーチセンター研究報告会 2022 次第 
 

 タイトル 
多世代で語る、共に育つ⾥⼭ 

〜⾥⼭教育プログラムからみた現在と未来の⾥⼭〜 
  

 期⽇  
2023 年 1 ⽉ 19 ⽇(⽊)  13:00〜17:00 
 

 場所  
早稲⽥⼤学⼤隈講堂 
 

 プログラム  基本進⾏表、登壇者、リモート登場者⼀覧（全てさんづけで統⼀しております） 
 
挨拶 岡⽥元也さん      特定公益法⼈イオン環境財団理事⻑（AEONTOWA 共同代表） 

 ⽥中愛治さん      早稲⽥⼤学総⻑  
 

第⼀部 「社会デザインのきっかけとなる⾥⼭」 50 分   13:10〜14:00 
寄附講座「サスティナブルコミュニティ論」を中⼼に展開してきた新しい地域と⾥⼭の捉え⽅の学びを中⼼

に、学⽣たちが地域で取り組んだ活動などを報告し、視察先⾃治体などの関係者と持続的な社会デザイン
について考える。        
 モデレーター 岡⽥久典さん AEONTOWA リサーチセンター副代表・早稲⽥⼤学上級研究員 

 早稲⽥⼤学社会科学部寄付講座「サスティナブルコミュニティ論 1・2」、グローバルエデュケーションセンタ
ー「地域、環境、エネルギーを考える」、「再⽣可能エネルギーから地域を考える」 紹介   

＜学⽣の声（登壇者）＞ 
 猪⼜友理⼦さん  早稲⽥⼤学社会科学部 3 年 
 ⻄澤佑⾥乃さん  早稲⽥⼤学⽂化構想学部 4 年 
 Kerr なおみさん  早稲⽥⼤学国際教養学部 1 年 

<受け⼊れ⾃治体・地域の声(リモート登場)＞ 
 宮 久史さん  北海道厚真町産業経済課主幹 
 ⼟屋裕樹さん  ⼭形県⼩国町総合政策課政策企画室⻑ 
 尾形和宏さん  千葉県いすみ市企業誘致・魅⼒づくり室室⻑ 
 隈部清丈さん  千葉県いすみ市企業誘致・魅⼒づくり室班⻑ 
 河野耕三さん  宮崎県綾町ユネスコエコパーク推進⽀援員 

＜第⼀部総括 登壇者＞       
 ⿊川哲志さん  早稲⽥⼤学社会科学部教授(寄付講座代表教員) 
 ⻄原謙策さん  イオン環境財団事務局次⻑ 

        
第⼆部 「共に育つきっかけとなる⾥⼭」 70 分    14:10〜15:20 

 カリキュラム等を通じて、⼤学⽣とイオンピープルが共に学ぶ「共育」や、現場実践の学⽣活動を試⾏して
きたが、その成果について報告し、現場実践の学び、多世代共創の学び、対話やディスカッションの必要性
を考える。 
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 永井祐⼆さん AEON TOWA リサーチセンター事務局⻑、早稲⽥⼤学研究院教授 
 吉川成美さん 県⽴広島⼤学 MBA 教授 

 AEONTOWA STUDENTS の活動概要説明  
 ASEP(アジアトップ⼤学）の取り組み(海外の優秀事例紹介)   

 Nur Izzati Binti Arsad マレーシア⼤学学⽣ （リモート登場）  
 吉永 園さん   イオン環境財団 

 学⽣活動、イオングループと早稲⽥⼤学学⽣の協働インターンシップ 
 ⼩泉勇輔さん   早稲⽥⼤学学⽣、福岡県嘉⿇市シティプロモ-ション推進員 
 吾妻優⼤さん   早稲⽥⼤学政治経済学部 4 年 
 横⼭景⼀さん   早稲⽥⼤学⽂化構想学部 3 年 
 ⾼垣慶太さん   早稲⽥⼤学社会科学部 2 年 
 植⽥ 航さん   早稲⽥⼤学社会科学部 2 年 
 脇⾇美菜さん 早稲⽥⼤学⽂学部 4 年 

 ⼤学院環境・エネルギー研究科「国際環境リーダー講座」  
 野津 喬さん   早稲⽥⼤学⼤学院環境・エネルギー研究科准教授 
 鈴⽊嵩⼤さん   早稲⽥⼤学⼤学院環境・エネルギー研究科 1 年 
 ⾨澤亜弥さん   早稲⽥⼤学⼤学院環境・エネルギー研究科 1 年 

 統括 永井、吉川担当 
        

第三部 「課題解決のきっかけとなる⾥⼭」 60 分    15:30〜17︓00 
その他の連係活動、研究活動を通じて、AEON TOWA が⾥⼭の可能性をどう捉えているか。⼈間と⾃

然、地域・国際・平和など広い視点での議論を⾏う。 
AEONTOWA リサーチセンター報告(社会デザインのきっかけとなる⾥⼭＋共に育つきっかけとなる⾥⼭

＋課題解決のきっかけとなる⾥⼭に象徴される地域・社会・環境・平和創出の持続性の多世代、グローカ
ル共育システムの確⽴をめざして） 

       
 モデレーター 岡⽥久典さん AEONTOWA リサーチセンター副代表・早稲⽥⼤学上級研究員 

 ディスカッション 
＜登壇者＞ 

 南川秀樹さん  ⽇本環境衛⽣センター理事⻑、イオン環境財団理事、元環境省事務次官、 
AEONTOWA 未来構想会議委員、中国政府環境委員会国際委員 

 髙⽊浩徳さん  ⻑崎県南島原市みんなの森守協議会事務局⻑   
 曽我実由さん  早稲⽥⼤学商学部 3 年⽣ 
 渡邊紘史さん  早稲⽥⼤学政治経済学部 3 年⽣  
 平塚基志さん 早稲⽥⼤学⼈間科学部准教授 

＜リモートでの出演＞ 
 ⼤津さんご⼀家 (阿蘇の麓から昨年に引き続き コメントを頂く) 

 
総括  ⼩野⽥弘⼠       早稲⽥⼤学環境総合研究センター所⻑ 
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第⼀部 「社会デザインのきっかけとなる⾥⼭」  投影資料抜粋（当⽇投影するスライドの⼀部を掲載しております） 
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第⼆部 「共に育つきっかけとなる⾥⼭」  
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第三部 「課題解決のきっかけとなる⾥⼭」 
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